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0．はじめに
フランス語では，行為・事態についての欲求・願望を，aimer, désirer, sou-
haiter, vouloir や être content, être heureux などの条件法現在・条件法過去
に不定法表現〈（de）Inf〉または節表現〈que 主語＋接続法〉をつづける発話
によって伝えることがある。（01）－（04）は，aimer の条件法現在・条件法過
去の発話例である（1）。
（01） J’aimerais passer mes vacances en Sicile.
（02） J’aimerais qu’on me prenne en charge.
（03） J’aurais aimé leur dire deux mots avant mon départ.
（04） J’aurais aimé qu’ils aillent tous voter contre le projet.
aimer は，désirer, souhaiter, vouloir などと違って，欲求・願望を表す動
詞ではない（2）。それなのに欲求・願望を伝えるために用いることがあるのは，
興味深い。本稿では，行為・事態（以下では，必要に応じて，その表現も含め
て P と表記）についての欲求・願望を（01），（02）のように条件法現在の
〈j’aimerais P〉の発話によって伝える際の発話操作を，おもに言語実態の観
察とインフォーマントの面接調査にもとづいて明らかにすることをめざす（3）。
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1．〈j’aimerais P〉の類義表現
しばしば〈j’aimerais P〉の類義表現と見なされるものとして〈je voudrais
P〉と〈je serais content P〉をあげることができる。たしかに，aimer は目
的語をしたがえうるという統語特性に関して vouloir と同じであり，感情・感
想を表すという意味特性に関して être content に似ている。ここでは，行為・
事態についての欲求・願望を〈je voudrais P〉または〈je serais content P〉
によって伝える際の発話操作を概観しておこう。
1.1.〈je voudrais P〉：帰結の事態〈je veux P〉
vouloir はなにかに対する欲求・意欲があることを表す動詞で，欲求・意欲
の対象を目的語として表示するのが原則である。したがって，〈je voudrais〉
に〈Inf〉または〈que 主語＋接続法〉をつづける（05），（06）のような発話
によって P についての欲求・願望が表せるのは当然であり，P として考えう
る行為・事態は現在形の〈je veux P〉の場合とまったく同じである。
（05） Je voudrais vous entendre parler de votre métier.
（06） Je voudrais que quelqu’un m’attende quelque part...
（GAVALDA, A. 2001）
現在形の〈je veux P〉は，自分が P について欲求・願望があることを断定
する形式である。それに対して，〈je voudrais P〉の発話は，断定的でなく，
「婉曲」という表現効果をともなう。これは，次のように説明できるだろう。
条件法現在は，本来，過去スペースにおいて未来方向を展望して思い描く事態
を表すときに使う「過去未来形」である。そして，現在または未来において生
起する蓋然性が低いか無い（＝ありそうにない）こととして事態を提示すると
きによく用いる。たとえば，ありそうにない状況の仮定に対応する帰結である
事態を伝えるときである。〈je voudrais P〉の場合，対話場面・文脈の支えも
あって，「自分（＝話し手）が P を望む」という事態〈je veux P〉が「あり
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そうにない状況の仮定に対応するありそうにない帰結」だと相手は解釈する。
そして，話し手が言外に「あなたが容認する，または事情が許すという状況」
を仮定していると察する。仮定の状況と帰結の事態は，（07）のように示すこ
とができる。
（07） 仮定：「自分が P を望むこと」を相手が容認する，または事情が許す
という状況。
帰結：〈je veux P〉（自分が P を望む）という事態。
「自分が P を望む」という事態は「あなたが容認する，または事情が許すとい
う状況であったら」という仮定を踏まえているわけで，話し手は相手の意向や
周囲の事情に配慮していることになる。〈je voudrais P〉の発話には，その分
だけ〈je veux P〉の発話より婉曲に聞こえるという表現効果がともなうので
ある。
1.2.〈je serais content P〉：帰結の事態〈je suis content〉
〈je serais content〉に〈de Inf〉または〈que 主語＋接続法〉をつづける
（08）－（11）のような発話も，欲求・願望の婉曲な表現とされている。
（08） Je serais content de vous entendre parler de votre métier.
（09） Je serais contente que quelqu’un m’attende quelque part...
（10） Je serais contente de pouvoir déjeuner avec toi, mais là je n’ai pas
le temps.
（11） Je serais content que mon entourage me soutienne dans cette
lutte, mais ce n’est malheureusement pas le cas.
（08），（09）は，P の生起蓋然性がどの程度であるかが文脈からは分からない
発話である。一方，（10），（11）は，P がありそうにない行為・事態であるこ
とが文脈から分かる発話である。
être content は，「嬉しい，満足だ」という状態を表す述語である。話し手
は，その状態を引き起こす原因を表すことがある。なんらかの行為・事態を原
因として表す場合は，〈de Inf〉または〈que 主語＋接続法〉を用いる。（08′），
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（09′）は，「嬉しい，満足だ」という状態とその原因である P を表す発話であ
る。
（08′）Je suis content de vous entendre parler de votre métier.
（09′）Je suis contente que quelqu’un m’attende quelque part...
現在形の〈je suis content P〉の P は，現在スペースにおける話し手の状
態を引き起こしている原因だから，être content の主体が発話時点において経
験ずみ（しつつある行為，立ち会っている事態など）でなければならない。
（10），（11）は，P がその条件を満たさないことが文脈から明らかであるため
に，je serais content を現在形の je suis content に変えると不自然な発話に
なってしまう。
（10′）*Je suis contente de pouvoir déjeuner avec toi, mais là je n’ai pas
le temps.
（11′）*Je suis content que mon entourage me soutienne dans cette
lutte, mais ce n’est malheureusement pas le cas.
〈je serais content P〉の P の方は，欲求・願望の対象だから，発話時点にお
いて生起・展開中のものを除く，あらゆる行為・事態でありうる。したがっ
て，〈je suis content P〉の P の集合は〈je serais content P〉の P の（巨大
な）集合の補集合である。
それでは，P についての欲求・願望を（08）－（11）のような発話で伝える
際の発話操作はどのようなものだろうか。条件法現在の je serais content は，
〈je voudrais P〉の場合と同じように，ありそうにない状況の仮定に対応する
帰結の状態を伝えるのに役立っていると考えられる。仮定しているありそうに
ない状況は「〈de Inf〉または〈que 主語＋接続法〉が表す P が生起している
状況」であり，対応する帰結は〈je suis content〉（自分が嬉しい，満足だ）
というありそうにない状態である。このような考えかたは，P を si が導く仮
定節〈si 主語＋半過去〉に変えても欲求・願望の発話でありつづけるという
事実によって支持される。
（08″）Je serais content si je vous entendais parler de votre métier.
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（09″）Je serais contente si quelqu’un m’attendait quelque part...
（10″）Je serais contente si je pouvais déjeuner avec toi, mais là je n’ai
pas le temps.
（11″）Je serais content si mon entourage me soutenait dans cette lutte,
mais ce n’est malheureusement pas le cas.
仮定の状況と帰結の事態は，（12）のように示すことができる。
（12） 仮定：P が生起している状況。
帰結：〈je suis content〉（自分が嬉しい，満足だ）という状態。
〈je serais content P〉の発話は「もしも P が生起している状況であったら，
自分は嬉しい，満足だという状態なのだが」ということを表す。P を，話し手
は好ましい状態の条件として提示している。そこで，「話し手が P を望んでい
る，P について欲求・願望をいだいている」と相手が受け取ることになるので
ある。
2．〈j’aimerais P〉の発話操作
1では行為・事態についての欲求・願望を〈je voudrais P〉または〈je serais
content P〉によって伝える際の発話操作を検討した。ここでは，それを踏ま
えて，〈j’aimerais P〉の場合の発話操作を考えよう。
2.1.〈j’aimerais P〉と〈j’aime P〉
まず，行為・事態について欲求・願望を伝える〈j’aimerais P〉の発話をい
くつか見ておこう。
（13） Avant de partir tout à l’heure, j’aimerais leur dire deux mots.
（14） J’aimerais beaucoup te compter parmi mes invités.
（15） Ils traversent une crise assez dure. J’aimerais bien que toi et moi
nous soyons en mesure de les aider un peu.
（16） J’aimerais que vous veniez à mon bureau demain matin.
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（17） J’aimerais voir ce que sera devenue la forêt dans deux ou trois
siècles.
（18） J’en suis malheureusement incapable, mais j’aimerais pouvoir les
dépanner.
（19） J’aimerais que le monde entier se convertisse au bouddhisme.
（20） J’aimerais que les deux parties tombent d’accord rapidement, en-
core que cela me semble peu probable.
このうちの（13）－（16）は，（01），（02）と同じく，P の生起蓋然性がどの程
度であるかが文脈からは分からない発話である。一方，（17）－（20）の場合
は，文脈から P がありそうにない行為・事態であることが分かる。
aimer は感情動詞 verbe de sentiment であり，Petit Robert, Trésor de la
Langue Française なども記述するように，感情の主体を主語とし，感情の向
かう対象を目的語とするのが原則である（4）。目的語として〈Inf〉または〈que
主語＋接続法〉をしたがえる発話は，感情の対象が行為・事態についてである
ことを表すわけである。実際，たとえば（01），（02），（14），（15）は，j’aimerais
を現在形の j’aime に変えると，P についての欲求・願望ではなく「P が好き
だ，P を喜ばしく思う」ということを表す発話になってしまう。
（01′）J’aime passer mes vacances en Sicile.
（02′）J’aime qu’on me prenne en charge.
（14′）J’aime beaucoup te compter parmi mes invités.
（15′） Ils traversent une crise assez dure. J’aime bien que toi et moi
nous soyons en mesure de les aider un peu.
〈j’aime P〉の P は，現在スペースにおいて〈j’aime〉（好きだ，喜ばしく思う）
という事態を引き起こす原因だから，発話時点までに経験ずみ（したことのあ
る行為，立ち会ったことのある事態など）である。したがって，（01′），（02′），
（14′），（15′）のような発話は，感情の対象 P がすべて経験ずみであることが前
提となっている。この前提に反して P が経験ずみでない場合は，（01′），（02′），
（14′），（15′）は自然な発話でなくなる。
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P が未来の事態であれば，発話時点までに経験ずみという条件を満たさない
から，（13′），（16′）のような〈j’aime P〉の発話は容認されない。
（13′）*Avant de partir tout à l’heure, j’aime leur dire deux mots.
（16′）*J’aime que vous veniez à mon bureau demain matin.
また，（17）－（20）の P も経験ずみでないことが明らかであるために，
j’aimerais を現在形の j’aime に変えると不自然な発話になってしまう。
（17′）*J’aime voir ce que sera devenue la forêt dans deux ou trois siè-
cles.
（18′） *J’en suis malheureusement incapable, mais j’aime pouvoir les
dépanner.
（19′）*J’aime que le monde entier se convertisse au bouddhisme.
（20′）*J’aime que les deux parties tombent d’accord rapidement, encore
que cela me semble peu probable.
〈j’aime P〉の P にはこのような制約があるのに対して，〈j’aimerais P〉の P
は欲求・願望の対象だから，あらゆる行為・事態でありうる。したがって，
〈j’aime P〉の P の集合は〈j’aimerais P〉の P の巨大な集合の小さな補集合
にすぎないことになる。
2.2. 帰結の事態〈j’aime〉
さて，欲求・願望を（01），（02）や（13）－（20）のような〈j’aimerais P〉
の発話で伝える際の発話操作は，どのようなものなのだろうか。それは，1.1.
で見た〈je voudrais P〉の場合と同じようなものだろうか。そうだとすれば，
〈j’aimerais P〉は，「あなたが容認する，または事情が許す」というありそう
にない状況を言外に仮定した場合の帰結が〈j’aime P〉という事態であること
を表す発話ということになる。たしかに，ありそうにない状況を仮定して，そ
の帰結が事態〈j’aime P〉であることを〈j’aimerais P〉で表すことはある。
たとえば（21）－（24）のような発話がそれで，si が導く仮定節によってあり
そうにない状況を仮定している。
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（21） Si elle n’était pas aussi bête, j’aimerais sans doute mieux sortir
avec elle.
（22） Peut−être que j’aimerais manger coréen si c’était un peu moins
épicé.
（23） Mon appartement est exigu et je me sens enfermé. S’il était un
peu plus grand, j’aimerais sûrement mieux y vivre.
（24） Si cet endroit était moins bruyant, j’aimerais sans doute davan-
tage qu’on s’y réunisse.
しかし，〈j’aime P〉は「自分が P が好きだ，P を喜ばしく思う」という事態
であり，このような発話は感情・感想を表すのであって欲求・願望を伝えるも
のではない。
つまり，P についての欲求・願望を伝える〈j’aimerais P〉について，あり
そうにない仮定の帰結が事態〈j’aime P〉であるような発話操作を考えること
には無理がある。〈 j’aime P〉の P の集合は 2.1. の最後で見たように
〈j’aimerais P〉の P の集合と異なるし，なによりも肝心の欲求・願望という
要素がどこから出てくるのかを説明することができないからである。
aimer は，P を原因とする感情・感想を表す点で，vouloir よりも être con-
tent に近いと言える。それなら，〈j’aimerais P〉の発話操作の解明には，1.2.
で見た〈je serais content P〉の場合が参考になるであろう。実際，話し手
は，P が生起しているというありそうにない状況を仮定し，その帰結として事
態〈j’aime〉を想定していると考えることができる。この場合，目的語をとも
なわない〈j’aime〉の働きは〈je suis content〉に近く，「好い気分だ，喜ばし
い気持ちだ」という事態を表すことと考えられる。つまり，〈j’aimerais P〉
は，「P が生起している状況であったら，自分は好い気分，喜ばしい気持ちな
のだが」ということを表す発話であると考えられる（5）。話し手が仮定する状
況と帰結として想定する事態は，（25）のように示すことができる。
（25） 仮定：P が生起している状況。
帰結：〈j’aime〉（好い気分だ，喜ばしい気持ちだ）という事態。
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話し手は P を好ましい事態〈j’aime〉の条件として提示しているわけであ
る。そこで，「話し手が P を欲している，望んでいる」と相手が理解すること
になる。これが P についての欲求・願望を〈j’aimerais P〉で伝える際の発話
操作に関する本稿の仮説である。
3．〈j’aime〉のはたらき
本稿の仮説は，目的語をともなわない〈j’aime〉によって「好い気分だ，喜
ばしい気持ちだ」という状態が表せることを前提としている。その前提が妥当
であることを確認しよう。
3.1. 対象（原因）の表示・非表示
aimer は，2.1. で述べたように感情動詞であり，1）人に対する愛情・恋愛
感情や友情・好感，2）動植物・飲食物や抽象観念などについての好感・好
み，3）行為・事態についての好ましい感情・感想などいくつかの用法を認め
ることができる。感情に関わるだけに，どの用法の場合も，対象を表示するか
しないか，代名詞で表示するときに人称代名詞 le, la, les と指示代名詞 ça の
どちらを用いるかなどについて個人差・世代差がかなり大きいようである。こ
こでは，だいたいの傾向を確かめるにとどめておこう。
3.1.1. 人に対する感情を表す用法
人に対する感情を表す用法の場合，秋廣（2007）も指摘するとおり，話し
手は感情の対象を個別性が高いと捉えることが多い。その場合は，感情の対象
を感情の主体と同等の存在と意識するためであろう，目的語として表示するの
が原則である。また，対象を主語とする（26）のような受動態の発話を用い
ることもある。
（26） La directrice est aimée de tous.
対象を代名詞で表示するときは，（27a）のように le, la, les を用いるのが原
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則で，（27b）のように ça を用いる発話は容認されない。
（27）（Vous aimez les gens du quartier ? と聞かれて）
a. Oui, je les aime beaucoup. Pourquoi ?
b. *Oui, j’aime beaucoup ça. Pourquoi ?
c. *Oui, j’aime beaucoup. Pourquoi ?
対象の個別性が高くない場合はどうか。愛情の対象が人一般である場合で
も，対象を表示しない“J’aime.”という発話は，よほど強力な文脈の支えが
ないかぎり容認されない（6）。それでは，対象がすでに話題になっている場合
はどうかというと，le, la, les を用いる（28a）のようなものは，若い世代を
中心に抵抗を感じる人がかなりいるようである。（28b）のように ça を用いる
発話はほとんど容認されない。（28c）のように対象を表示しない発話は容認
される。
（28）（Est−ce que tu aimes les enfants ? と聞かれて）
a. ?Oui, je les aime beaucoup.
b. ??Oui, j’aime beaucoup ça.
c. Oui, j’aime beaucoup.
（28c）の〈j’aime〉が“J’aime.”ではなく，様態補語 beaucoup をともなう
ことを見逃してはならない。様態補語については 3.2. と 3.3. で論じる。
3.1.2. 人以外が対象（原因）の感情・感想を表す用法
人に対する感情を表す用法を別にすれば，aimer の働きは，動植物を含む
あらゆるもの，抽象観念，行為・事態などについて「好きだ，喜ばしく思う」
という感情・感想を表すことだと言える。その感情・感想は対象によって主体
に生じる反応であり，対象は感情・感想の原因と見なすことができる。つま
り，aimer が表すのは，対象への働きかけという要素のきわめて乏しい，他
動性の低い行為である。そのことは，aimer を用いてむしろ主体について述べ
ることが珍しくないという事実に表れている。たとえば，主体の性格づけをす
るために，（29a），（30a）のような〈je suis＋属詞〉の発話と並んで，（29b），
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（30b）のような〈j’aime＋目的語〉の発話が役立つのである。
（29）a. Je suis bibliophile/cinéphile.
b. J’aime les livres/le cinéma.
（30）a. Je suis amateur de musique coréenne/de thé vert.
b. J’aime la musique coréenne/le thé vert.
他動性が低いことはまた，VAN DE VELDE（1998）が指摘するように，感情
・感想の原因を主語とする受動態の発話を用いることがあまりないという事実
にも反映している。実際，（31b），（32b）のような受動態の発話は容認されな
い。
（31）a. Mes filles aiment beaucoup cette chanson.
b. *Cette chanson est beaucoup aimée de mes filles.
（32）a. Mes filles aiment jouer dans le jardin.
b. *Jouer dans le jardin est aimé de mes filles.
感情・感想の対象を個別性が高いと捉える（33）のような場合は，対象を
目的語代名詞で表示するときに le を用いることはあっても，ça を用いること
は原則としてない。先行文脈によって対象が何であるかが明らかであることか
ら，（33c）のように対象を表示しない発話も容認される。
（33）（Tu aimes ce tableau ? と聞かれて）
a. Bien sûr que je l’aime.
b. *Bien sûr que j’aime ça.
c. Bien sûr que j’aime.
LAMBRECHT et al.（1996 : 298）は，ワインをひとくち味わって感想を言う
場面での発話として（34）を示し，対象を le または ça で表示する（34a），
（34b）は容認されないが，〈j’aime〉だけの（34c）は容認度が高いと述べてい
る。
（34）a. *Je l’aime.
b. *J’aime ça.
c. J’aime.
１４３欲求・願望を伝えるフランス語表現〈j’aimerais P〉
目的語として le または ça をともなう（34a），（34b）は，それぞれ人に対す
る（恋愛）感情または個別性の低いものについての感情・感想と解釈されやす
い。もちろん，（34c）の容認度が高い背景には，この場面では対象が何であ
るかは明らかだから表示する必要がないという事情がある。それでも，（28c）
と同じように beaucoup のような様態補語を添えると，le をともなう（34’a）
も容認されるようになるのは興味深い（7）。
（34′）a. Je l’aime beaucoup.
b. *J’aime beaucoup ça.
c. J’aime beaucoup.
感情・感想の対象を個別性が低いと捉える場合は，YAGUELLO（1998 : 36）
も指摘するように，代名詞としては指示代名詞 ça を用いるのがふつうであ
る。次は，チョコレート一般についての発話である。
（35）a. *Le chocolat, je l’aime
b. Le chocolat, j’aime ça.
c. Le chocolat, j’aime.
対象を表示しない（35c）のような発話は，とくに若い世代が好んでよく用い
るようである。
3.2. 対象（原因）の非表示
ここでは，感情・感想の対象を表示しない傾向が認められるのはどういう場
合であるかを考えよう。まず，非表示がよく見られるのが人以外のなにかに対
する感情・感想を表す用法の場合であることが指摘できる。これには，対象が
人以外である場合は aimer が表す行為の他動性がとくに低いということが関
係していると考えられる。
いうまでもなく，対象の非表示は，適切な文脈の支えによって，何について
の感情・感想であるかが相手に分かる場面，話し手が「文脈から対象が何かは
相手に分かるから表現する必要がない」と判断する場面でよく観察される。こ
れまでに見てきた，（33c），（34c），（34’c），（35c）はすべてこれに該当するも
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のである。
さらに発話例を二つ見ておこう。たとえば，次の（36）は小説中の対話で
（37）は映画のせりふだが，どちらも対象を表示しない〈j’aime〉の発話であ
る。
（36）－（...）Vous aimez les chevaux... et vous les comprenez.
－ Je suis né là−dedans. Je fais de mon mieux.
－ Moi, je n’y suis pas né, mais j’aime... Il y a longtemps que je dé-
sire en avoir à moi. Pour être tout à fait franc, j’en partage déjà
un par moitié, avec un ami, mais cela ne me satisfait pas.
（VIALAR, P. 1968, La Cravache d’Or）
（37） Je n’aime pas être dominée intellectuellement, mais physique-
ment, j’aime. J’aime les hommes qui me donnent une impression
de force, pas ceux qui sont toujours courbés sur les bouquins.
（ROHMER, E., Conte d’hiver）
話し手は，自分がどのような人間であるかを相手によりよく分かってもらうた
めに，「競馬の世界，馬」または「肉体的に支配されること」について自分が
好感情をいだいていることを伝えている。好感情の原因は文脈から明らかであ
り，それを表示しない〈j’aime〉の発話でもなんら欠如感がない。
一般に感情・感想の対象を個別性が低いと捉えるとき，話し手が（35b）の
ように ça で表示する発話だけでなく，表示せずに様態補語を添える（38）の
ような発話も好んで用いることは，よく知られている。
（38） Le chocolat, j’aime beaucoup.
様態補語としては beaucoup のほかに bien, mieux などがよく見られる。
（39）のような否定文では trop も見られる。
（39） Oh là là, il y a un petit trou d’air. Oh non mais, je sais que c’est
rien mais c’est parce que j’aime pas trop.
（ROUMANOFF, A. 2007, Portraits de femmes : 106）
（38）も（39）も，チョコレートまたはエアポケットをテーマとして設定した
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上で，後半でそれについてコメントを述べる構造の発話である。周知のとお
り，発話の後半には多くの情報が期待されるものだが，様態補語を添えれば
“j’aime”とだけ言うより情報量が増えるのは確かである。人に対する感情の
場合でさえ，対象が les enfants「子供（一般）」のように個別性が低いとき
は，目的語なしで様態補語を添える（28c）のような発話が自然とされる。発
話の情報構造に関連して，quand が導く時況節（以下，〈quand Q〉）をとも
なう発話を次に検討しておこう。
3.3.〈quand Q〉をともなう〈j’aime〉
まず，〈quand Q〉に〈j’aime〉を後置する発話だが，（40a）－（43a）のよ
うなものは容認度が低いのに対して，（40b）－（43b）のように様態補語つきの
〈j’aime〉は容認される。ただし，インフォーマントも指摘するとおり，その
ような発話を用いるのは，リラックスした対話場面であることが多い。
（40） Depuis un mois le temps est couvert presque tous les jours. Alors,
a. ??quand il y a du soleil, j’aime.
b. quand il y a du soleil, j’aime bien.
（41） Elle a souvent une mine renfrognée. Alors,
a. ??quand elle me sourit, j’aime.
b. quand elle me sourit, j’aime bien.
（42） Ils veulent interdire aux enfants de jouer sur le parking. Mais,
moi,
a. ??quand on laisse jouer les enfants comme ça, j’aime.
b. quand on laisse jouer les enfants comme ça, j’aime beaucoup.
（43）a.??Quand mon fils reste enfermé dans sa chambre, je n’aime pas.
b. Quand mon fils reste enfermé dans sa chambre, je n’aime pas
trop.
（40a）－（43a）の容認度が低い理由を考えよう。話し手は，〈quand Q〉で
なんらかの状況を設定している。この時点での相手の関心は，その状況におい
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て何が起こるか，どういう事態があるかに集まっている。もちろん，〈quand
Q〉の後に対象を表示する〈j’aime 目的語〉をつづける“Quand il y a du
soleil, j’aime lire dans le jardin.”のような発話は，問題なく容認される。そ
のような発話と違って，後半が“j’aime”または“je n’aime pas”だけの発話
には，感情・感想の原因が何であるかがはっきりしないという欠如感がある。
それに対して，（40b）－（43b）では，様態補語によって関心が aimer の表す
行為そのものに向かい，対象が何であるかは関心事でなくなる。そのために，
（40b）－（43b）は対象についての欠如感がなく，容認度が高いのである。
実際，beaucoup, bien, mieux, trop などの様態補語つきの〈j’aime〉につい
ては，情報の量よりも質（内容）の変化があることの方がはるかに重要であ
る。様態補語をともなう〈j’aime〉は，なにかについて「好きだ，喜ばしく思
う」ということよりも，むしろ自分が「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」とい
う状態を表していると考えられる。このような見かたを支持する事実を一つ示
そう。じつは，〈quand Q, j’aime〉の発話は，様態補語を添えなくても容認さ
れることがある。それは，（40′）－（43′）のように〈j’aime〉を一種の感嘆文
として発する場合である（8）。
（40′）Quand il y a du soleil, j’aime !
（41′）Quand elle me sourit, j’aime !
（42′）Quand on laisse jouer les enfants comme ça, j’aime !
（43′）Quand mon fils reste enfermé dans sa chambre, je n’aime pas !
このような発話の場合，〈j’aime〉は，「嬉しい，満足だ」を表す〈je suis con-
tent〉に似て，「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」という状態を表すとしか考
えられない（9）。
こんどは，〈j’aime〉を言った後に〈quand Q〉をつづける場合である（10）。
じつは（40b）－（43b）のような〈quand Q, j’aime〉の語順は例外的であり，
（44）－（47）のような〈j’aime quand Q〉の語順がふつうである。この語順の
発話は，〈j’aime〉が様態補語をともなうか否かにかかわらず，問題なく容認
される。
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（44）a. J’aime quand il y a du soleil.
b. J’aime bien quand il y a du soleil.
（45）a. J’aime quand elle me sourit.
b. J’aime bien quand elle me sourit.
（46）a. J’aime quand on laisse jouer les enfants comme ça ! C’est vrai-
ment sympathique !
b. J’aime beaucoup quand on laisse jouer les enfants comme ça !
C’est vraiment sympathique !
（47）a. Je n’aime pas quand mon fils reste enfermé dans sa chambre.
b. Je n’aime pas trop quand mon fils reste enfermé dans sa cham-
bre.
話し手は，まず〈j’aime〉によって自分の状態を表し，その後につづく〈quand
Q〉によってその状態があるのがどのような状況においてであるかを表してい
る。aimer がなにかについて「好きだ，好ましく思う」を表す動詞であるこ
とを考えれば，（44）－（47）のような発話の〈j’aime〉は「〈quand Q〉という
状況において自分が味わう感覚」についての好ましい感情・感想を表している
と分析することになるだろう。実際，インフォーマントによれば，たとえば
（44）は（44′）のように言い換えうる。
（44′）J’aime la sensation que j’éprouve quand il y a du soleil.
このような分析が仮に妥当性を欠くとしても，〈j’aime quand Q〉の前置の
〈j’aime〉が「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」という状態の表現として働い
ていることは確かである。
3.4.〈j’aimerais P〉の発話操作における〈j’aime〉
行為・事態についての欲求・願望を（01），（02）や（13）－（20）のような
〈j’aimerais P〉の発話で伝えるとき，話し手は，P が生起しているというあ
りそうにない状況を仮定し，その帰結として事態〈j’aime〉を想定していると
いうのが本稿の仮説である。
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3.2. と 3.3. では，適切な文脈の支えがあれば，感情・感想の対象を表示し
ない〈j’aime〉によって「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」が表せることを確
かめた。それは，beaucoup, bien, mieux, trop などの様態補語をともなう
〈j’aime〉についてだけでなく，なにも補語をともなわない〈j’aime〉につい
ても妥当する。〈j’aimerais P〉の発話操作において，話し手が帰結の事態
〈j’aime〉として表そうとしているのは，「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」と
いう自分の状態であると言える。
4．おわりに
3で確認したように，行為・事態についての欲求・願望を〈j’aimerais P〉
で伝える際の発話操作は，2.2. で述べた仮説のとおりである。話し手は，P が
生起しているというありそうにない状況を仮定し，その帰結として事態
〈j’aime〉を想定しているのである。aimer は，人に対する感情を表す用法を
別にすれば，他動性がきわめて低い行為を表す動詞である。そして，感情・感
想の対象を表示しない〈j’aime〉の働きは，多くの場合〈je suis content〉に
近く，「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」という自分の状態を表すことである。
つまり，〈j’aimerais P〉は，「P が生起している状況であったら，自分は好い
気分，喜ばしい気持ちなのだが」ということを表す発話であることになる。
「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」という状態〈j’aime〉は，もとより好ま
しいものである。話し手は，P が生起しているという状況を〈j’aime〉の条件
として提示しているので，相手は「話し手が P を欲している，望んでいる」
と理解することになる。これが P についての欲求・願望を〈j’aimerais P〉で
伝える際の発話操作である。
本稿では条件法過去の〈j’aurais aimé P〉の発話は対象から除いた。dé-
sirer, souhaiter など他の欲求・願望の動詞も扱わなかった。動詞 aimer の用
法も十分に検討したとは言えない。それらについては，稿をあらためて論じる
ことにしたい。
１４９欲求・願望を伝えるフランス語表現〈j’aimerais P〉
注⑴ 出典を示していない発話例は，インフォーマント（フランス人 4人）の協力を得
てわれわれが作成したものである。Jean-Paul Honoré 氏（Univ. Paris-Est）と
Olivier Birmann 氏（関西学院大学）との討論から多くの示唆を得ることができ
た。
⑵ Petit Robert や LEWICKA et al.（1983）には aimer の語義が欲求・願望を含むか
のような記述が見られるが，以下で明らかになるように，そのような記述は正確
さを欠いている。
⑶ 話し手の欲求・願望を表す発話の主語は nous や on のこともあるが，本稿では
主語が je である発話に対象をかぎる。
⑷ ほかに admirer, adorer, détester, haïr, mépriser, préférer なども同様である。
⑸ 同じことを si が導く仮定節を含む発話で表すことはできない。たとえば，
（01），（02）の P を si が導く仮定節に変えた（01″），（02″）は，〈je serais con-
tent〉の（08″）－（11″）と違って，不自然と判定される。この文脈では帰結とし
て想定される〈j’aime〉が「好い気分だ，喜ばしい気持ちだ」という事態を表さ
ないためであると考えられる。
（01″）*J’aimerais si je passais mes vacances en Sicile.
（02″）*J’aimerais si on me prenait en charge.
⑹ aimer が不定法の L’homme est ainsi, il a deux faces ; il ne peut pas aimer
sans s’aimer.（CAMUS, A. 1956, La chute）のような発話は珍しくない。
“J’aime.”は，「恋をしている」という状態の表現であっても，古風な文体のパロ
ディとしてならともかく，かなり不自然とされる。“Je suis amoureux.”で表す
のがふつうである。
⑺ 目的語代名詞 le をともなう場合は“Je l’aime beaucoup, ce vin.”のように“ce
vin”を言い添える方が自然だと指摘するインフォーマントもいる。
⑻ このような発話も，用いるのはリラックスした対話場面にかぎられる。
⑼ （40′）－（43′）の〈j’aime〉は，強い感情・感想をいだくことを表す j’adore を思
わせる。実際，“Quand il y a du soleil, j’adore !”，“Quand elle me sourit,
j’adore !”，“Quand on laisse jouer les enfants comme ça, j’adore !”は，問題
なく容認される。このような発話は，若い世代がリラックスした対話においてよ
く用いるということも指摘しておこう。これは，フランス社会において，感情・
感動の表現を抑えないことがますます許容されるようになってきていることの表
れと考えることができる。また，インフォーマントによれば，（44）－（47）のよ
うな〈j’aime quand Q〉の発話を含め，〈quand Q〉をともなう発話は具体的で
臨場感のある話という印象を与える。それは，〈quand Q〉が現実世界のある状
況の描写であることによると考えられる。
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⑽ 次のやりとりのように，〈j’aime〉の後に空間状況の表現〈là où 主語＋直説法〉
をつづけることもあるが，本稿では論じない。Tu aimes la Provence ?－Oui,
oui, j’aime là où il y a du soleil.
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